
 

 

「光の道」構想に関する意見 

 

意見提出元 個人 

 

意見項目 意見内容 

１．超高速ブロードバンド

基盤の未整備エリア（約

１０％の世帯）における

基盤整備の在り方につ

いてどのように考える

か。 

超高速ブロードバンド基盤の未整備エリアの存在に関して、利用

率が100％になる必要はないにせよ、利用したい人が利用できな

いということがないように基盤はきちんと 100％整備されるべきで

ある。 

超高速ブロードバンドを利用するか否かは個人の自由意志によ

るべきであり、国が強制的に関与すべき問題ではないのではな

いか。 

また、利用したい人が利用できるようにするには、利用料金の低

下やサービスの充実が必要となるが、これらを達成するには事

業者の公正競争が必要であるため、やはり政府の関与は適切で

はないと考える。 

 

 

２．超高速ブロードバンド

の利用率（約３０％）を向

上させるためには、低廉

な料金で利用可能となる

ように、事業者間の公正

競争を一層活性化する

ことが適当と考えられる

が、ＮＴＴの組織形態の

在り方も含め、この点に

ついてどのように考える

か。 
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